


問6 クーポン発行サービスに関する次の記述を読んで、設問1~4に答えよ。

K 社は、インターネットでホテル,旅館及びレストラン(以下,施設という)の予

約を取り扱う施設予約サービスを運営している。各施設は幾つかの利用プランを提供

していて、利用者はその中から好みのプランを選んで予約する。会員向けサービスの

拡充施策として、現在稼働している施設予約サービスに加え、クーポン発行サービス

を開始することにした。

発行するクーポンには割引金額が設定されていて、施設予約の際に料金の割引に利

用することができる。K 社は、施設、又は都道府県,若しくは市区町村を提携スポン

サとして、提携スポンサと合意した割引金額,枚数のクーポンを発行する。

クーポン発行に関しては、提携スポンサによって各種制限が設けられているので

クーポンの獲得、及びクーポンを利用した予約の際に、制限が満たされていることを

チェックする仕組みを用意する。

提携スポンサによって任意に設定可能なチェック仕様の一部を表1に、クーポン発

行サービスの概要を表2に示す。

提携スポンサ

表1 提携スポンサによって任意に設定可能なチェック仕様 (一部)

クーポンの獲得制限 クーポンを利用した予約制限

施設

・同一会員による同一クーポンの獲得可

能枚数を、1枚に制限する(以下,“同

一会員1枚限りの獲得制限”という)。

・設定した施設だけを予約可能にする。

都道府県,

市区町村

・設定地区に居住する会員だけが獲得可

能にする。

・利用金額が設定金額以上の予約だけを

可能にする。

設定地区にある施設だけを予約可能に

する。

利用局面

クーポンの

照会

表2 クーポン発行サービスの概要

概要

発行予定及び発行中クーポンの情報は、会員向けのメール配信によって会員に周知され、

施設予約サービスにおいて検索、照会ができる。

・発行中のクーポンを利用するためには、会員がクーポン獲得を行う必要がある。
クーポンの

獲得
・クーポン獲得を行える期間は定められている。

・クーポンの発行枚数が上限に達すると、以降の獲得はできない。

クーポンの

利用

・獲得したクーポンは、施設予約サービスにおいて料金の割引に利用できる。

・1枚のクーポンは一つの予約だけに利用できる。

・クーポンを利用した予約をキャンセルすると、そのクーポンを別の予約に利用できる。

・クーポンの利用期間は定められていて、期限を過ぎたクーポンは無効となる。
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④ロックあり方式では、図3 の CRUD 図の一部に変更が発生する。

L主任は、ロックなし方式とロックあり方式の比較を表3にまとめ,高負荷試験を

実施した。

表3 ロックなし方式とロックあり方式の比較

方式
ロック

解放待ち

主キー制約違反による

再オペレーション

ロック

なし
発生しない 発生する

ロック

あり
発生する 発生しない

注記 表3中の g には、図5中の g

発行上限枚数に到達後の動作

副問合せで取得する発行済枚数+1の値が NULL にな

り、クーポン明細テーブルのクーポン発行連番が

NULL のレコードを追加しようとして、主キー制約違

反となる。

更新が行われず、クーポン明細テーブルのクーポン発

行連番が gのレコードを追加しようとし

て、主キー制約違反となる。

と同じ字句が入る。

高負荷試験実施の結果、どちらの方式でも最大トラフィック発生時のレスポンス,

スループットが規定値以内に収まることが確認できた。そこで、会員による再オペレ

ーションの発生しないロックあり方式を採用することにした。

設問1 [クーポン発行サービスと施設予約サービスの E-R 図] について, (1)~(3)に

答えよ。

(1) 図1中の a

(2)

C に入れる適切なエンティティ間の関連

及び属性名を答え, E-R 図を完成させよ。

なお、エンティティ間の関連及び属性名の表記は、図1の凡例及び注記に倣

うこと。

図2中の d に入れる適切な字句を答えよ。

(3) 本文中の下線①は、どのような業務要件を実現するために行ったものか。

30字以内で述べよ。

設問2 図4中の e 「に入れる適切な字句を答えよ。

設問3 図5中の f g 「に入れる適切な字句を答えよ。

設問4 本文中の下線④について、図3中の下線②, 下線③の変更後のレコード操作内

容を、注記に従いそれぞれ答えよ。
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